
可
四
小
説
怨
十

辺
り
矢
の
内
へ
御
入
被
成
度
候
は
ピ
、
矢
間
不
被
仰
付
が
よ
く
候
由

市
炉
、
庭
、
共
後
御
用
候
問‘

徒
出
候
桜
に
と
の
御
意
に
て
候
故
、
只

事
に
て
は
有
之
間
数
と
、
覚
悟
し
て
徒
出
候
へ
ば
、
勝
太
夫
俄
律
義

陀
御
事
公
相
勤
候
。
依
之
御
羽
織
二
被
下
候
。
且
叉
体
儀
成
儀
能
く

御
見
届
被
遊
検
問
、
向
後
御
米
方
の
儀
、
勘
定
陀
不
及
候
旨
御
意
に

て
、
天
野
一
人
勘
定
無
之
候
。

て

中
孫
右
術
門
の
律
儀

問
御
代
御
倒
図
中
検
地
竿
入
の
時
分
、
大
勤
務
行
被
仰
付
供
。
大
方

百
石
武
百
石
許
づ
L
.
打
出
し
龍
郎
候
蕗
.
中
孫
右
衛
門
能
州
へ
能

帥岨崎町て
、
千
石
の
地
陀
は
五
百
石
、
五
百
石
の
地
陀
は
武
百
石
許
づ

‘晶、

打
込
龍
郎
候
。
何
れ
も
承
候
て、

只
郡
は
有
之
間
数
旨
申
候
蕗

是
も
律
儀
K
相
勤
候
旨
K
て
.
御
裂
美
佐
司
被
下
候
。
其
後
惣
検
地
奉

行
被
仰
付
‘
御
式
滋
訟
に
相
訪
問
団
在
候
。
或
時
御
近
習
の
者
へ
御
意

被
成
候
は
.
中
孫
右
衛
門
と
い
ふ
も
の
、
存
候
哉
と
御
野
被
成
候
、

此
頃
の
役
人
陀
候
故
、
誰
も
不
存
知
候
尚
巾
上
候
底
‘
式
目
A
K
相
訪

罷
在
候
問
.
罷
越
近
付
に
可
罷
成
候
。
あ
の
級
成
体
儀
者
は
、
若
き

者
共
は
見
知
候
て
能
く
候
と
‘
御
意
被
成
侠
山
。

一
、
森
櫛
太
夫
珍
烏
を
小
姓
花
見
せ
候
都

O 

防
脱
会
御
代
森
椛
太
夫
、
御
小
姓
頭
相
勤
め
在
江
戸
の
節
.
或
時
従

大
猷
殿
下
御
拝
鎖
の
い
ん
と
品
、
御
舎
院
の
衣
K
被
指
置
。
共
日
朝

番
の
頭
北
川
久
兵
街
、
笠
ょ
の
檎
太
夫
な
り
。
午
時
機
太
夫
罷
出
候

へ
ば
、
久
兵
衛
巾
聞
候
は
.
御
拝
領
の
い
ん
と
珍
nM
K
候
故
.
何
も

若
宮
笠
見
皮
が
り
候
陀
付
・

附
子
致
問
道
不
残
箆
見
候
。
目
先
番
の
出
品

へ
も
.
震
見
候
て
可
Mm
候
旨
巾
候
。
組
織
太
夫
各
致
問
辺
、
見
忙
参

候
庭
、
入
口
に
御
徒
横
目
一
人
健
在
、
人
を
入
不
申
候
に
付
、
何
事

K
候
哉
と
相
野
候
へ
ば
、
羽
よ
り
人
多
く
見
物
候
故
、
助
成
供
問
錦

見
申
間
放
由
御
芯
の
旨
申
候
。
椴
太
夫
巾
候
は
手
前
致
指
悶
候
問、

何
も
泊
し
可
申
候
山
巾
・候
故
、
御
指
聞
と
有
之
候
上
は
、
成
程
心
得

申
候
旨
K
て
、
何
れ
も
致
見
物
候
。
共
段
建
御
挺
候
磁
、
以
の
外
御

機
嫌
損
じ
、
初
頭
も
相
勤
め
候
者
.
か
帥
怖
の
俄
を
政
候
て
は
、
最
早

被
仰
出
の
筋
も
立
不
出
叩
候
由
御
意
の
所
、
棚
太
夫
御
務
K
は
‘
今
朝

北
川
久
兵
街
能
川
品
帯
、
御
小
姓
中
悶
遣
い
た
し
見
せ
申
候
。
北
ハ
時
は

占
ん
御
横
目
も
附
不
申
供
。
然
出
陣
朝
香
の
者
は
見
申
候
て
、
笠
者
の
者

見
不
申
儀
は
如
何
医
務
符
候
。

此
者
共
何
も
何
事
ぞ
と
申
時
は
‘
敵

の
首
を
見
出
叩
者
共
に
て
候
。
然
出
出
に
差
別
有
之
候
て
は
‘
如
何
数
符

候
。
人
の
怨
と
，申
も
の
は
.
経
事
よ
り
起
申
候
。
共
上
此
い
ん
と
、

疲
候
て
死
申
候
と
て
も
・
何
程
の
依
可
有
御
座
候
没
。
御
葬
領
の
も

の
陀
て
候
へ
ど
も
、
ぬ
の
俄
陀
侠
放
不
背
都
民
穆
存
候
。
長
崎
へ
被

仰
逝
候
へ
ば
、
如
何
程
も
可
有
御
座
候
。
此
心
得
陀
候
故
、
被
仰
向

も
不
願
、
何
も
神
崎
見
中
候
よ
し
巾
上
候
。
毎
事
か
桜
の
儀
氏
候
ゆ
ゑ
.

組
中
思
ひ
付
候
儀
不
大
形
都
共
に
候
よ
し
。

て
背
如
関
斐
子
の
堅
点

先
年
私
共
在
京
の
時
分
、
毛
利
大
限
大
夫
般
家
来
mu如
閑
と
申
人
.

彼
家
仔
細
候
て
立
退
き
‘
婆
子
共
陀
京
都
へ

引
越
致
借
宅
居
巾
候

島
、
大
路
大
夫
殿
へ

何
や
ら
ん
訴
巾
俄
有
之
、
如
閣
は
江
戸
へ
罷
越

候
庭
、
如
閑
申
様
つ
よ
く
候
放
か
‘
大
勝
殿
よ
り
捕
程
、
切
腹
被
中

付
候
。
扱
京
町
奉
行
へ
断
に
て
.
彼
安
子
を
取
に
4
9
巾
候
。
公
協
の

同
心
会
候
て
、
宅
を
図
申
候
庭
、
彼
妻
女
並
娘
盲
人
の
男
子
も
有
之

候
。
斐
・
娘
長
刀
に
て
殊
の
外
は
た
ら
吉
、
公
儀
の
同
心
K
乎
去
は
せ

申
候
。
共
後
大
勢
を
追
跡
候
て
内

へ
入
.
同
じ
枕
K
自
殺
候
て
罷
在

候
。
共
時
分
京
中
の
物
詩
珍
数
都
民
て
候
。
回
日
近
来
の
作
り
あ
つ

め
し
歌
書
見
侠
へ
ば
・
間
宮
如
関
娘
の
歌
有
之
候
。
担
は
と
存
候
て
見

候
へ
ば
務
涙
に
及
巾
候
。
山
一品
代
に
は
珍
数
初
、
長
門

周
防
法
の
士
風

の
よ
き
都
、
女
迄
も
貞
節
を
噌
申
邸
と
存
候
。
此
如
関
事
中
泉
六
右

可

観

d
院

容

十

術
門
京
都
に
て
知
人
医
て
、
出
合
被
市
候
由
承
申
候。

迩
被
成
候
は
ど
、
御
培
可
被
成
候
。
右
の
歌
詞
位
認
候
て
抽
出
申
候
。

一
躍
殴
K
御

年
頃
近
古
あ
た
り
在
る
男
の
、

と
か
く
い
ふ
と
と
侍
り
け
れ
ど

つ
ら
く
の
み
過
し
け
る
に
、
か
の
を
と
と、

い
つ
く
し
き
て
う
ど

め
く
も
の
な
ど
訟
く
り
、
心
を
見
せ
ん
よ
し
の
な
け
れ
ば
在
ど、

い
ひ
訟
と
し
け
る
も
、

手
に
だ
陀
と
ら
で
か
へ
し
ゐ
く
る
ほ
ど

民
、
を
と
と
は
ら
た
ち
て

、
む
く
い
と
い
ふ
も
の
有
り
‘
我
は
か

く
て
は
死
ぬ
ベ
し
。
さ
ら
ば
そ
と
も
赴
く
な
り
給
ム
ベ

し
。
命
に

ま
さ
る
も
の
ゃ
あ
る
。
よ
〈
訟
も
ひ
は
か
り
て
、
つ
ら
か
り
そ
た

ど
申
け
れ
ば
、
乎
な
ら
び
に
、

よ
し
ゃ
よ
し
か
h

る
う
き
世
K
玉
の
を
の
た
え
な
ば
た
え
よ
名
を

ば
た
が
さ
じ

代
々
の
和
献
・名
歌
は‘

な
に
ほ
ど
も
可
有
之
候
へ
共
、
此
趣
向
の
歌

懲
歌
忙
は
絡
に
血
児
え
不
申
候
。
誠
以
て
殊
勝
成
事
感
入
申
事
陀
御
座

候
。
さ
す
が
此
芯
節
陀
候
ゆ
・
阜
、
死
に
臨
て
潔
白
成
事
共
、
常
々
の

守
り
放
と
存
候
。
此
如
閑
並
母
子
の
事
‘

一
製
殿
へ
被
仰
候
て
、
京

都
へ
委
細
府
民
地
度
存
候
。
由
緒
得
く
は
し
く
相
知
候
は
y
・
仰
を

一一者

し
後

陀
仰
へ
ん
と
存
官
舶
に
御
座
候
。




